
74

現
在
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
学
校
教
育
に
お
い

て
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
Ｅ
Ｓ

Ｄ
を
、
将
来
に
わ
た
り
現
状
の
歩
み
を
こ

の
ま
ま
続
け
て
い
く
と
、
世
界
は
い
つ
か

持
続
可
能
性
を
維
持
で
き
な
く
な
る
と
す

る
前
提
に
立
ち
、「
環
境
保
全
」、「
経
済

の
実
現
性
」、「
現
世
代
と
次
世
代
に
と
っ

て
の
公
正
な
社
会
」
と
い
う
三
つ
の
視
点

か
ら
、
持
続
可
能
な
未
来
社
会
づ
く
り
の

た
め
に
自
分
自
身
と
社
会
の
価
値
観
と

行
動
の
変
容
を
促
す
教
育
で
あ
る
と
定

義
す
る
。
こ
の
定
義
か
ら
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
で

な
さ
れ
る
、
持
続
可
能
性
の
追
求
を
目
的

と
し
た
自
己
と
社
会
を
相
関
的
に
変
容
さ

せ
る
た
め
の
学
習
、
つ
ま
り
、
自
己
内
で

行
わ
れ
る
「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
熟
考
）」

と
「
行
動
変
容
」
と
共
に
、
自
分
自
身
と

他
者
（
集
団
・
社
会
）
と
の
関
係
で
行
わ

れ
る「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン（
熟
考
）」と「
行

動
変
容
」
と
い
う
、
二
つ
の
次
元
の
相
互

交
渉
を
基
盤
に
行
わ
れ
る
学
習
と
い
う
学

習
像
を
導
く
。
こ
の
学
習
を
有
効
に
機

能
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
で
は
、
自

己
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、
社
会
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
等
、
教
科
横
断
的
な
能
力
＝
汎
用

的
能
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

筆
者
の
専
門
研
究
領
域
で
あ
る
ド
イ
ツ

の
学
校
教
育
で
は
、
早
く
か
ら
環
境
教
育

を
実
施
し
、
今
世
紀
前
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を

推
進
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
深
刻
な

環
境
問
題
が
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
汎
用
的
能
力
を
育
成
す
る
の
に

有
効
で
あ
る
こ
と
も
推
進
の
理
由
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
、
汎
用
的
能

力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
集
団
成
員
が
共

に
力
を
合
わ
せ
て
学
ぶ
こ
と
で
、
社
会
性

の
向
上
に
寄
与
す
る
の
み
な
ら
ず
相
乗
的

に
学
習
の
質
も
高
め
る
協
同
学
習
を
有
意

義
な
教
育
方
法
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
学

級
内
外
か
ら
な
る
協
同
学
習
を
通
し
て
汎

用
的
能
力
の
育
成
を
可
能
に
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ

は
、
近
年
の
日
本
の
教
育
動
向
に
合
致
し

て
お
り
、
多
様
な
可
能
性
に
開
か
れ
た
研

究
対
象
と
い
え
よ
う
。

本
書
は
、
こ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
可
能
性
に
注

目
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
、
汎
用
的
能
力
、
協
同
学

習
を
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
し
、
汎
用
的
能

力
の
中
で
も
社
会
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
焦

点
を
当
て
、
そ
の
育
成
に
有
効
な
協
同
学

習
を
通
し
て
持
続
可
能
性
教
育
の
基
盤
づ

く
り
を
模
索
す
る
と
い
う
近
年
の
教
育
動

向
の
課
題
に
応
え
る
挑
戦
的
意
欲
作
と

な
っ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

序　

章　

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る

　
　
　
　
　

生
き
る
力
の
探
究

　

第
１
章　

欧
州
に
お
け
る
新
展
開
と

　
　
　
　
　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

　
　

第
１
節　

新
た
な
キ
ー
・

　
　
　
　
　
　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
策
定

　
　

第
２
節　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

　

第
２
章　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
構
築
志
向

型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
汎
用

的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

　
　

第
１
節　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
構
築
志

　
　
　
　
　
　

向
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
　

第
２
節　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
モ
デ

ル
と
汎
用
的
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー

　

第
３
章　

ド
イ
ツ
の
協
同
学
習
の
実
像

　
　

第
１
節　

社
会
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を

　
　
　
　
　
　
は
ぐ
く
む
協
同
学
習
の
実
践

　
　

第
２
節　

伝
統
的
な
グ
ル
ー
プ
学
習

　
　
　
　
　
　

か
ら
協
同
学
習
へ
の
転
換

　
　

第
３
節　

協
同
学
習
が
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
　

学
習
効
果

　
　

第
４
節　

社
会
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の

　
　
　
　
　
　

育
成

　

第
４
章　

協
同
学
習
の
授
業
構
成
原
理

　
　
　
　
　

と
授
業
観
察
の
視
点

　
　

第
１
節　

協
同
学
習
と
し
て
の
要
件

　
　

第
２
節　

グ
ル
ー
プ
活
動
に
焦
点
化

　
　
　
　
　
　

し
た
授
業
観
察

　
　

第
３
節　

話
し
合
い
活
動
と

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　

第
５
章　

協
同
学
習
の
実
践
展
開

　
　

第
１
節　

協
同
学
習
を
促
進
す
る

　
　
　
　
　
　

SIN
U
S-Transfer

　
　

第
２
節　
学
び
の
共
同
体
と
協
同
学
習

　
　
　
　
　
　

～
日
本
の
協
同
学
習
論
～

序
章
で
は
、「
生
き
る
力
」
の
再
規
定

に
対
し
て
問
題
を
提
起
す
る
。
日
本
で
は
、

「
生
き
る
力
」
はD

eSeC
o

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
提
示
し
た
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
考
え
方
を
先
取
り
し
て
い
る
と
い
う
見

解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
ド
イ
ツ
の

ハ
ン
ブ
ル
ク
州
の
学
習
指
導
要
領
を
事
例

に
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
型
の
教
育
課

程
の
基
準
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
と
し
て
の

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
「
教
科
の
枠

を
超
え
て
育
成
す
る
（
汎
用
的
）
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
」
の
獲
得
が
課
題
と
さ
れ
、
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
し
て
の
学
力
要
素
を
能

力
枠
を
設
定
し
て
示
す
形
式
が
採
ら
れ
て

ドイツの協同学習と汎用的能力の育成
—持続可能性教育の基盤形成のために—
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い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
方
で
、
大
綱

的
な
性
格
を
保
持
し
、
学
力
要
素
の
詳
細

規
定
に
は
な
じ
ま
な
い
「
生
き
る
力
」
は

学
力
と
し
て
の
要
素
析
出
と
そ
の
到
達
水

準
化
に
応
え
ら
れ
な
い
と
し
、「
生
き
る

力
」の「
先
取
り
」見
解
に
疑
義
を
呈
す
る
。

そ
こ
か
ら
、「
生
き
る
力
」
を
上
位
理
念

に
と
ど
め
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
、
社
会
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
、
協
同
学
習
と
い
っ
た
鍵
概
念
を
中

核
と
し
て
能
力
の
構
成
要
素
を
明
示
化
す

る
と
い
う
本
書
の
目
的
を
明
確
に
す
る
。

第
１
章
は
、
Ｅ
Ｕ
と
ド
イ
ツ
の
能
力
指

標
の
比
較
考
察
か
ら
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

に
よ
る
能
力
指
標
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
と

と
も
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
具

体
像
を
描
く
。
第
１
節
は
、
Ｅ
Ｕ
と
ド

イ
ツ
の
能
力
指
標
の
比
較
考
察
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
の
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
し
て
、

二
〇
〇
七
年
の
『
欧
州
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の

枠
組
み
』（
Ｅ
Ｒ
Ｆ
）
に
お
い
て
示
さ
れ

た
欧
州
共
通
の
能
力
概
念
と
し
て
の
「
生

涯
学
習
に
お
け
る
八
つ
の
キ
ー
・
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
」
と
二
〇
〇
八
年
の
「
欧
州
に

お
け
る
生
涯
学
習
の
た
め
の
資
格
認
定

の
枠
組
み
」（
Ｅ
Ｑ
Ｆ
）
を
取
り
上
げ
る
。

Ｅ
Ｒ
Ｆ
の
生
涯
学
習
を
展
望
し
た
八
つ
の

キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、
Ｅ
Ｑ
Ｆ
の
生

涯
学
習
を
促
進
さ
せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の

知
識
・
技
能
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
か
ら
な

る
八
段
階
の
能
力
水
準
に
区
分
し
た
標
準

尺
度
が
示
さ
れ
、
ド
イ
ツ
で
は
Ｅ
Ｑ
Ｆ
の

標
準
尺
度
と
連
結
す
る
と
と
も
に
、
独
自

色
を
打
ち
出
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
能

力
枠
や
水
準
尺
度
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の

か
が
論
じ
ら
れ
る
。
本
節
か
ら
は
、
Ｅ
Ｕ

諸
国
で
は
加
盟
国
共
通
の
能
力
枠
や
標
準

尺
度
の
設
定
が
図
ら
れ
る
段
階
に
ま
で
進

ん
で
お
り
、
日
本
よ
り
遥
か
に
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
化
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
了
解

さ
れ
よ
う
。

第
２
節
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
お
い
て
育
成

す
べ
き
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
ド
イ
ツ
や
日

本
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
事
例
に
考
察
し
、
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
本
章
で

は
Ｅ
Ｕ
で
進
展
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に

よ
る
能
力
指
標
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
を
示

し
、
序
章
で
提
起
し
た
生
き
る
力
が
こ
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と

で
序
章
の
問
題
提
起
を
さ
ら
に
深
め
、
問

題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
２
章
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
・
モ
デ
ル
や
汎
用
的
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
を
各
州
文
部
大
臣
常
設
会
議
（
Ｋ

Ｍ
Ｋ
）
や
各
州
学
習
指
導
要
領
の
分
析
か

ら
理
論
的
に
考
察
す
る
。
第
１
節
で
は
、

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
シ
ョ
ッ
ク
後
に
Ｋ
Ｍ
Ｋ
が
決
議

し
た
ド
イ
ツ
国
内
共
通
の
教
育
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
を
核
と
し
た
教
育
改
革
の
基
本
構

想
や
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
学
習

指
導
要
領
の
一
事
例
と
し
て
の
チ
ュ
ー
リ

ン
ゲ
ン
州
基
礎
学
校
学
習
指
導
要
領
の
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
モ
デ
ル
の
分
析
か
ら
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
志
向
型

の
授
業
に
つ
い
て
論
じ
る
。
さ
ら
に
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
志
向
型
の

授
業
を
実
際
に
実
施
す
る
た
め
に
、
各
学

校
の
指
導
計
画
で
は
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
を
開
発
す
べ
き
か
を
、
チ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
州
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
考
察
す
る
。

第
１
節
は
、
国
家
・
各
州
・
各
学
校
と
い

う
各
レ
ベ
ル
で
の
能
力
＝
概
念
規
定
の
再

定
義
を
基
に
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
構
成

要
素
と
そ
の
機
能
を
理
論
的
に
検
討
す
る
。

第
２
節
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
提
起

さ
れ
て
い
る
複
数
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・

モ
デ
ル
の
分
析
と
、
諸
州
共
同
版
、
ノ
ル

ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
州
の
学
習
指
導
要
領
に
み
ら

れ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
枠
組
み
の
考
察

か
ら
、
実
態
を
持
っ
た
資
質
・
能
力
と
し

て
の
汎
用
的
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
具
体
的

に
描
き
出
す
。

第
３
章
は
、
第
２
章
で
示
し
た
汎
用
的

能
力
の
中
で
も
社
会
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を

育
成
す
る
の
に
有
効
な
協
同
学
習
の
実
像

を
、
ド
イ
ツ
、
ハ
ッ
テ
ィ
の
研
究
、
日
本

の
協
同
学
習
論
と
い
っ
た
幅
広
い
領
域
に

及
ぶ
研
究
の
分
析
か
ら
解
明
す
る
。
第
１

節
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
実
際
の
協
同

学
習
の
実
践
や
そ
の
実
践
を
評
価
す
る
授

業
観
察
研
修
の
検
討
に
基
づ
い
て
協
同
学

習
の
効
果
を
実
証
的
に
検
証
す
る
。
第
２

節
で
は
、
伝
統
的
な
グ
ル
ー
プ
学
習
と
協

同
学
習
の
相
違
を
明
確
に
し
た
上
で
、
協

同
学
習
へ
の
転
換
の
必
要
性
を
論
じ
る
。

第
３
節
で
は
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ

調
査
、
ハ
ッ
テ
ィ
と
い
っ
た
多
様
な
実
証

的
研
究
の
分
析
か
ら
、
協
同
学
習
の
有
効

性
を
考
察
す
る
。
第
４
節
で
は
、
協
同
学

習
を
通
し
て
育
成
が
図
ら
れ
る
社
会
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
の
定
義
と
と
も
に
、
そ
の
育

成
モ
デ
ル
の
解
明
を
図
る
。

第
４
章
は
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
の
協
同

学
習
論
か
ら
社
会
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
育

成
を
保
証
す
る
協
同
学
習
を
実
現
す
る
た

め
の
授
業
構
成
原
理
と
授
業
評
価
視
点
を

導
き
出
す
こ
と
で
、
授
業
開
発
に
向
け
て

の
具
体
的
な
方
策
と
方
途
を
考
察
す
る
。

本
章
は
、
前
章
ま
で
の
本
書
の
テ
ー
マ
に

関
わ
る
理
論
的
考
察
を
踏
ま
え
、
協
同
学

習
を
原
理
と
し
た
授
業
を
構
成
す
る
た
め

の
実
践
的
考
察
と
な
っ
て
い
る
。

第
１
節
で
は
、
協
同
学
習
の
基
本
原
理

と
そ
の
原
理
を
実
現
す
る
た
め
の
教
師
の

役
割
と
授
業
構
成
の
手
順
を
明
示
す
る
。

第
２
節
で
は
、
ド
イ
ツ
や
日
本
の
先
行
研

究
に
基
づ
い
て
、
協
同
学
習
に
お
い
て
多

様
に
展
開
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
活
動
を
観
察

す
る
た
め
の
評
価
方
法
や
評
価
指
標
を
提

示
し
、
そ
の
成
果
と
課
題
を
論
じ
る
。
第

３
節
で
は
、
協
同
学
習
の
中
で
も
産
出
行

為
と
し
て
の
「
話
し
合
い
」
に
着
目
し
、

そ
の
観
察
評
価
の
手
法
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
５
章
は
、
前
章
ま
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
、
汎

用
的
能
力
、
協
同
学
習
に
関
す
る
理
論

的
・
実
践
的
考
察
を
踏
ま
え
、
ド
イ
ツ
と

日
本
の
実
際
の
協
同
学
習
論
に
基
づ
い
た

授
業
実
践
事
例
を
提
示
す
る
。
第
１
節

で
は
、
協
同
学
習
を
促
進
す
る
教
育
プ
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ロ
グ
ラ
ム
の
事
例
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の

SIN
U
S-Transfer

を
取
り
上
げ
、
そ
の

授
業
構
想
や
協
同
学
習
の
課
題
例
を
通
し

て
、
効
果
的
な
協
同
学
習
が
可
能
と
な
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
具
体
像
を
提
示
す
る
。

第
２
節
で
は
、
日
本
の
協
同
学
習
論
と
し

て
「
学
び
の
共
同
体
」
を
取
り
上
げ
、
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
授
業
技
法
を
論
じ
、
実

際
に
授
業
実
践
モ
デ
ル
を
設
計
す
る
上
で

の
課
題
を
提
起
す
る
。

以
上
の
章
構
成
か
ら
な
る
本
書
は
、
ド

イ
ツ
を
中
心
と
し
た
諸
外
国
の
最
新
の
研

究
成
果
に
依
拠
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
志
向
で
展
開
す
る
た
め
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
化
を
い
か
に
進
展
さ
せ
る
か
の
理

論
的
・
実
践
的
考
察
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
が
扱
う
論
点
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
・
ベ
ー
ス
の
教
育
論
、
持
続
可
能
性

教
育
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
と
も

重
な
り
合
う
点
も
多
く
、
昨
今
の
教
育
論

議
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
最
重
要
な
鍵
概

念
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
論
点

に
関
す
る
多
く
の
著
書
や
論
文
が
発
表
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し

か
し
、
本
書
は
そ
れ
ら
と
三
つ
の
点
で
一

線
を
画
し
て
い
る
。　

第
１
は
、
本
書
が
日
本
、
ド
イ
ツ
、
Ｅ

Ｕ
、
世
界
で
最
も
影
響
力
を
持
つ
教
育
学

者
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
ハ
ッ
テ
ィ

の
研
究
と
い
っ
た
幅
広
い
研
究
を
分
析
対

象
と
し
、
精
緻
で
深
遠
な
分
析
に
裏
打
ち

さ
れ
た
理
論
的
考
察
に
基
づ
い
て
い
る
点

で
あ
る
。
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
、
協
同
学
習
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、
そ

の
汎
用
性
、
従
来
の
学
習
と
の
混
同
、
そ

の
多
様
性
の
故
に
、
各
論
者
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
定
義
さ
れ
た
り
、
意
味
が
不
明
瞭

な
ま
ま
使
用
さ
れ
た
り
す
る
曖
昧
な
概
念

と
な
っ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
多
く
の
先

行
研
究
に
お
け
る
定
義
を
詳
細
に
検
討
し

た
上
で
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
再
定
義
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
概
念
に
付
き
ま
と
っ

て
い
た
曖
昧
さ
を
払
拭
し
、
協
同
学
習
を

通
し
て
社
会
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
中
核
と

し
た
汎
用
的
能
力
の
育
成
を
可
能
に
す
る

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
態
を
解
明
す
る
理
論
的
考
察

が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

第
２
は
、本
書
が
ド
イ
ツ
、日
本
、ハ
ッ

テ
ィ
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
の
分
析
か
ら
明
ら

か
に
し
た
授
業
開
発
原
理
や
授
業
評
価
視

点
の
提
示
や
実
践
事
例
を
通
し
て
汎
用
的

能
力
の
確
実
な
育
成
を
保
証
す
る
授
業
実

践
事
例
を
提
示
す
る
と
い
っ
た
実
践
的
考

察
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
書
は
、

一
つ
の
授
業
構
成
論
や
評
価
手
法
の
み
に

依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
先
行
研

究
に
お
け
る
授
業
開
発
原
理
や
授
業
評
価

の
視
点
を
抽
出
し
、
そ
の
有
効
性
や
課
題

を
検
討
す
る
こ
と
で
、
汎
用
的
能
力
を
評

価
し
、
実
質
的
に
そ
の
育
成
を
め
ざ
す
授

業
実
践
を
提
示
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。第

３
は
、
本
書
に
お
け
る
理
論
的
考
察

と
実
践
的
考
察
が
有
効
に
機
能
し
合
い
、

理
論
研
究
と
実
践
研
究
双
方
に
対
し
有
益

な
示
唆
を
提
供
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
本

書
で
は
、
第
３
章
ま
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
お
け

る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
よ
る
能
力
指
標
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
を
進
展
さ
せ
る
た
め
の

理
論
的
考
察
を
基
盤
と
し
て
、
そ
の
実
現

を
可
能
に
す
る
授
業
構
想
と
開
発
の
手
順
、

評
価
規
準
を
具
体
化
す
る
実
践
的
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
協
同
学

習
を
通
し
て
社
会
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
中

核
と
し
た
汎
用
的
能
力
を
育
成
す
る
Ｅ
Ｓ

Ｄ
の
実
現
に
向
け
た
首
尾
一
貫
し
た
提
案

が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
点
の
本
書
の
卓
越
さ
を
可
能

に
し
て
い
る
の
は
、
本
書
の
随
所
に
み
ら

れ
る
「
可
視
化
」
で
あ
る
。
汎
用
的
能

力
、
汎
用
的
能
力
と
生
き
る
力
の
関
係
性
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
お
け
る
評
価
指
標
の
規

準
と
い
っ
た
教
育
論
議
の
核
心
は
、
日
本

の
教
育
学
研
究
で
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク

ス
と
さ
れ
、
日
本
の
多
く
の
先
行
研
究
で

は
こ
の
曖
昧
さ
を
保
持
し
た
ま
ま
、
教
育

改
革
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
議

の
核
心
が
曖
昧
な
ま
ま
で
は
、
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
・
ベ
ー
ス
の
能
力
観
に
立
つ
教
育

改
革
が
進
展
す
る
は
ず
は
な
い
。

「
生
き
る
力
」
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を

同
義
と
み
な
す
見
解
を
棄
却
し
、「
生
き

る
力
」
を
学
力
要
素
の
詳
細
規
定
に
は
な

じ
ま
な
い
上
位
理
念
と
み
な
し
、
新
た
な

能
力
枠
の
下
で
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
を
意

図
し
て
い
る
本
書
が
、
こ
の
問
題
意
識
を

出
発
点
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
し
て
、
本
書
は
、
可
視
化
で
き
な

い
ソ
フ
ト
ス
キ
ル
で
あ
る
社
会
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
に
敢
え
て
注
目
し
、
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
・
モ
デ
ル
、
協
同
学
習
の
構
成
要
素

や
要
件
、
授
業
評
価
の
視
点
、
協
同
学
習

の
有
効
性
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
理
論

的
考
察
も
実
践
的
考
察
も
根
拠
に
基
づ
い

た
説
得
力
と
一
貫
性
を
具
備
し
た
論
証
と

な
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
本
書
は
日

本
の
教
育
学
研
究
に
対
す
る
鋭
敏
で
気
骨

あ
る
問
題
提
起
を
な
し
て
お
り
、
こ
こ
に

こ
そ
著
者
の
真
骨
頂
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
志
向
、
構
成
主
義
学

習
論
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

盛
ん
に
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
論
議
を
真

に
意
義
あ
る
も
の
と
し
、
教
育
改
革
を
実

質
的
に
進
展
さ
せ
る
た
め
に
、
本
書
が
多

く
の
教
育
関
係
者
の
方
々
の
必
読
書
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。


